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2R3. 5. 1

　　　　　　　　　   を行います　　　　　　　　　   を行います　　　　　　　　　   を行います 一般会計81億1千万円

歳入
（入るお金）

町民税、固定資
産税など町民の
皆さんから納め
られた税金

借金

行政の格差をなく
すため、国が交付
するお金

その他（利子割交付金等）
３，７２０万円（０．５％）
その他（利子割交付金等）
３，７２０万円（０．５％）

地方譲与税
８，２００万円
（１.０％）

地方譲与税
８，２００万円
（１.０％）

町税
２０億２，３９４万円
（２５．０％）

町税
２０億２，３９４万円
（２５．０％）

繰入金
５億７，８２５万円
（７.１％）

繰入金
５億７，８２５万円
（７.１％）

自主財源
（39.1％）

依存財源
（６０.9％）

町債
９億５，５８１万円
（１１．８％）

町債
９億５，５８１万円
（１１．８％）

県支出金
８億７，７８８万円
（１０．８％）

県支出金
８億７，７８８万円
（１０．８％）

国庫支出金
４億５，３８５万円
（５．６％）

国庫支出金
４億５，３８５万円
（５．６％）

地方特例交付金
９，１９０万円（１．１％）
地方特例交付金
９，１９０万円（１．１％）

地方消費税交付金
４億３，３２０万円（５.３％）
地方消費税交付金
４億３，３２０万円（５.３％）

地方交付税
２０億１，０００万円
（２４．８％）

地方交付税
２０億１，０００万円
（２４．８％）

寄附金
２億４０万円（２．５％）

寄附金
２億４０万円（２．５％）

諸収入
１億９，６７4万円（２.4％）

諸収入
１億９，６７4万円（２.4％）

その他（分担金、繰越金等）
１億６，８８３万円（２．１％）
その他（分担金、繰越金等）
１億６，８８３万円（２．１％）

●町制60周年記念事業
　令和３年６月１日に町制60周年を迎え、記念式典や尾州廻船主内田家コンサートを行います。

●離島診療所改修事業
　日間賀島診療所の老朽化に伴い外壁等改修工事を実施します。

●中学校教育用備品購入事業
　プログラミング学習の必修に伴い、プログラミング学習ロボを購入します。

●ごみ減量収集対策事業
　ゴミ減量化のため、可燃用指定ごみ袋の有料化とエコステーションの運営を行います。

●防犯カメラ設置費補助事業
　個人の敷地内監視用カメラの設置費を補助します。

２２１万円

３５０万円

８３万円

３，６１０万円

２５万円

主 な 新 規 事 業
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町政６０周年記念事業町政６０周年記念事業町政６０周年記念事業町政６０周年記念事業町政６０周年記念事業町政６０周年記念事業令和3年度
当 初 予 算
令和3年度
当 初 予 算
令和3年度
当 初 予 算

道路などの整備・
維持にかかるお金

町債として借
りたお金の返
済など

税金の賦課徴収、
戸籍や住民登録、
防災、交通安全
などにかかるお金

ごみ処理、予防接種、健診など
にかかるお金

歳出
（使うお金）

一般会計
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
漁業集落排水事業
師崎港駐車場事業

特別会計

会計区分

８１億１，０００万円　　
２８億　　１００万円　　
２億９，１００万円　　

２０億２，５００万円　　
　９，３４０万円　　
　８，９７０万円　　

１０億１，１２９万４千円

予算額

水道事業会計

小・中学校の維持管理や
スポーツ推進などにかか
るお金

高齢者・障がい者
福祉や保育所、児
童手当などにかか
るお金

民生費
２２億８，０５７万円
（２８．１％）

民生費
２２億８，０５７万円
（２８．１％）

教育費
１２億４，７７２万円
（１５．４％）

教育費
１２億４，７７２万円
（１５．４％）

衛生費
１２億２，０１８万円
（１５．０％）

衛生費
１２億２，０１８万円
（１５．０％）

総務費
１１億４，９２６万円
（１４．２％）

総務費
１１億４，９２６万円
（１４．２％）

農林水産業費
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（７．７％）

消防費　４億７，７８３万円（５．９％）消防費　４億７，７８３万円（５．９％）

その他
３，４４１万円（０.４％）
その他
３，４４１万円（０.４％）

議会費
８，２１２万円
（１.０％）

議会費
８，２１２万円
（１.０％）

商工費
１億４，９８４万円
（１．9％）

商工費
１億４，９８４万円
（１．9％）

土木費
２億７９５万円（２．６％）

土木費
２億７９５万円（２．６％）

その他特別会計

60周年記念ロゴマーク
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防災、交通安全
などにかかるお金

ごみ処理、予防接種、健診など
にかかるお金

歳出
（使うお金）

一般会計
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
漁業集落排水事業
師崎港駐車場事業

特別会計

会計区分

８１億１，０００万円　　
２８億　　１００万円　　
２億９，１００万円　　
２０億２，５００万円　　

　９，３４０万円　　
　８，９７０万円　　

１０億１，１２９万４千円

予算額

水道事業会計

小・中学校の維持管理や
スポーツ推進などにかか
るお金

高齢者・障がい者
福祉や保育所、児
童手当などにかか
るお金

民生費
２２億８，０５７万円
（２８．１％）

民生費
２２億８，０５７万円
（２８．１％）

教育費
１２億４，７７２万円
（１５．４％）

教育費
１２億４，７７２万円
（１５．４％）

衛生費
１２億２，０１８万円
（１５．０％）

衛生費
１２億２，０１８万円
（１５．０％）

総務費
１１億４，９２６万円
（１４．２％）

総務費
１１億４，９２６万円
（１４．２％）

農林水産業費
６億３，２３１万円
（７．８％）

農林水産業費
６億３，２３１万円
（７．８％）

公債費　６億２，７８１万円
（７．７％）

公債費　６億２，７８１万円
（７．７％）

消防費　４億７，７８３万円（５．９％）消防費　４億７，７８３万円（５．９％）

その他
３，４４１万円（０.４％）
その他
３，４４１万円（０.４％）

議会費
８，２１２万円
（１.０％）

議会費
８，２１２万円
（１.０％）

商工費
１億４，９８４万円
（１．9％）

商工費
１億４，９８４万円
（１．9％）

土木費
２億７９５万円（２．６％）

土木費
２億７９５万円（２．６％）
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60周年記念ロゴマーク
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　第７次総合計画がスタートします！
「絆・選ばれる理由があるまち」の実現に向けた３つの重点施策

重 点 施 策 １  子育て支援と教育の充実

新学校給食センター整備事業
　　　　　　　　　　 ５億４，４７０万円
　９月の稼働を目指し、建設中

こども医療費　　　　　  ５，４１９万円
　１８歳到達年度末までの子ども医療費の自己
　負担額を助成

重 点 施 策 ２  産業の活性化と雇用の確保

水産業強化対策整備事業　２億９，２１３万円　
　日間賀島及び篠島の漁業協同組合製氷・貯氷施
　設整備に補助金を交付

観光施設整備事業　　　  ３，１８５万円
　内海観光センター・師崎港観光センターの整
　備に向けた調査業務等を実施

重 点 施 策 ３  定住支援

空き家・まちづくり推進事業　１，６８０万円
　空き家の利用と移住・定住促進により地域を活
　用化

環境保全対策事業　　　  ５，０００万円
　単独処理浄化槽及び汲取り便槽から合併処理
　浄化槽への転換に対する町単独補助の上乗せ

5 R3. 5. 1

専決予算の承認を求めることについて　□P１１ 
（令和２年度一般会計補正予算（第14号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決予算の承認を求めることについて　□P１１ 
（令和２年度一般会計補正予算（第13号））

一般会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
令和３年度予算

一般会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

令和２年度土地取得特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和２年度予算

令和３年度補正予算

令和２年度補正予算

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石
垣
菊
蔵

服
部
光
男

吉
原
一
治

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

内
田
　保

松
本
　保

山
本
優
作

結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

国民健康保険特別会計 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

漁業集落排水事業特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

師崎港駐車場事業特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計（第15号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漁業集落排水事業特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月定例会３月定例会
　３月定例議会は３月４日から15日間の会期で開催し、令和３年度一般会計予算始め議案24
件、発議１件、請願1件を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。
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専決予算の承認を求めることについて　□P１１ 
（令和２年度一般会計補正予算（第13号））

一般会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
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３月定例会３月定例会
　３月定例議会は３月４日から15日間の会期で開催し、令和３年度一般会計予算始め議案24
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南知多町防災センター設置及び管理条例の一部
を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町部設置条例の一部を改正する条例につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町国民健康保険条例の一部を改正する条
例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町介護保険条例の一部を改正する条例に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町立学校設置条例の一部を改正する条例
について 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

南知多町土地開発基金条例及び南知多町土地
取得特別会計条例を廃止する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

辺地総合整備計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他

南知多町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について

条　例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求め
る意見書」の採択を求める請願

請　願

不採択 × × × ○ × × ○ × × × ×

南知多町議会委員会に関する条例の一部を改正
する条例について

発　議

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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　３月臨時会は３月24日の１日間の会期で開催し、令和３年度一般会計補正予算（第２号）の
１件を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。

※○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。
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討　論
南知多町立学校設置条例の一部を改正する条例について議案第９号

令和３年度一般会計予算議案第17号

令和３年度一般会計補正予算（第１号）議案第24号

片山陽市議員
極端な少人数学級は回避すべき
教育委員会が実施してきた、保護者を対象にし
たアンケート結果や懇談会、地区住民を含めた意
見交換会、説明会では多くの保護者が統合を望ん
でいることが分かった。自分の住んでいる地域の
学校が無くなるのはとてもつらいことだが、極端
な少人数学級は、未来を生きる子どもたちのため
になるとは考えられない。最善の教育環境を考え
るべきである。

榎戸陵友議員　
保護者や住民の声をもっと聞くべき
南知多町立小中学校適正規模適正配置計画は未
完成な計画であり、大井小学校と師崎小学校の最
適な統合地、師崎中学校跡地を無くした。また、
現在コロナ禍であり、第７次南知多町総合計画の
基本理念に逆行しており、保護者や住民の意思を
無視し、大井小学校を廃校にすることに反対する。
　　

賛成

石黒充明議員
最小の経費で最大の効果を基本とした予算
昨年と比べ３億３千万円減の81億１千万円と大
変厳しい予算額であるが、最小の経費で最大の効
果を基本としつつ、新型コロナウイルスの影響は
大きいが、住民の福祉の維持向上を目指して予算
編成がされたものである。財政運営が厳しさを増
す中、様々な課題が山積みとなっているが住民へ
の配慮がなされていると思われるため賛成するも
のである。

賛成

小嶋完作議員
学校統合をスムーズに行うため施行すべき
小学校の統合の準備にかかる経費について、学
校再編委員会にかかる経費、事前交流にかかる経
費、閉校、開校の準備に係る経費など、統合をス
ムーズに行うために令和３年度中に施行すべき経
費である。スクールバスは大井小学校区の児童の
安全確保のために利用するもので必要な対策であ
る。

賛成

反対

内田　保議員
無駄な補助金の支出は必要ない
リニア負担金・滞納整理機構負担金等の支出は
問題である。タイムカード等の労働時間の客観的
な記録にお金を使わない税金の使い方は正確な労
働時間の把握にならず、認められない。会計年度
任用職員と正規職員のボーナスへの差別扱いも解
消されておらず、非正規を助長する予算は問題で
ある。

反対

内田　保議員
可決を前提としたものは認められない
すでに、議案第９号の学校統廃合の議案が可決
されるとの前提にした予算提案は認められない。
今議会で決定をしたあと必要なら、補正予算を組
めばいいことであり、行政当局の議会への議案提
出の慎重さと謙虚さにかける判断の議案は認めら
れない。

反対
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◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

　
山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
に
保
管

　
　
し
て
あ
る
郷
土
資
料
を
整
理

し
て
い
く
計
画
は
あ
る
か
。
ま
た
、

そ
の
た
め
の
会
計
年
度
任
用
職
員

か
。　

順
次
、
資
料
整
理
を
進
め
て

　
　
行
く
計
画
で
、
社
会
教
育
課

職
員
に
加
え
、
会
計
年
度
任
用
職

員
も
活
用
し
て
い
く
方
向
で
あ
る
。

　
保
育
所
の
会
計
年
度
任
用
職

　
　
員
が
減
っ
た
要
因
は
何
か
。

　
大
井
保
育
所
と
師
崎
保
育
所

　
　
の
統
合
を
踏
ま
え
、
正
規
職

員
の
配
置
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ

る
。

　
旅
券
発
給
事
務
費
負
担
金
は
、

　
　
毎
年
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

　
費
用
項
目
に
応
じ
て
、
申
請

　
　
件
数
割
、
均
等
割
に
よ
り
毎

年
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
来
年
度
か
ら
の
ご
み
の
分
別

　
　
方
法
が
分
か
り
づ
ら
い
の
で
、

令
和
３
年
度
予
算
に
は
、
説
明
会

を
開
催
す
る
費
用
は
計
上
し
て
あ

る
か
。

　
予
算
は
計
上
し
て
い
な
い
が
、

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
収
ま
っ
た
う
え
で
、
小

規
模
な
説
明
会
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
行
い
な
が

ら
実
施
す
る
。

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
一
般
会
計

　
　
か
ら
介
護
保
険
特
別
会
計
に

替
え
た
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
介

護
保
険
の
対
象
者
を
利
用
対
象
と

す
る
の
か
。

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
や
実

　
　
施
方
法
が
地
域
支
援
事
業
の

任
意
事
業
に
該
当
す
る
た
め
で
あ

る
。
ま
た
、
利
用
対
象
者
は
こ
れ

ま
で
と
変
更
は
な
い
。

◆
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

　
脳
ド
ッ
ク
委
託
料
、
人
間

　
　
ド
ッ
ク
委
託
料
の
予
算
額
が

減
額
と
な
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由

は
何
か
。

　
受
診
実
績
が
減
少
し
て
い
る

　
　
た
め
、
実
績
を
勘
案
し
て
予

算
計
上
し
て
い
る
。

◆
令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

　
滞
納
繰
越
分
の
保
険
料
を
１

　
　
０
０
万
円
計
上
し
て
い
る
が
、

滞
納
分
を
減
ら
す
努
力
は
し
て
い

る
の
か
。

　
滞
納
額
が
減
少
す
る
よ
う
引

　
　
き
続
き
努
力
し
て
い
く
。

◆
令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

　
地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
運

　
　
用
支
援
委
託
料
は
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

　
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
の
利
用
者
情
報
等
を
管
理

す
る
シ
ス
テ
ム
の
定
期
的
な
更
新

作
業
や
、
障
害
時
対
応
、
定
期
訪

問
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
等
の
業
務
委

託
で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
15
号
）

　
内
海
保
育
所
駐
車
場
整
備
工

　
　
事
の
設
計
監
理
委
託
を
、
役

場
内
部
で
設
計
を
行
っ
た
経
緯
は

何
か
。

　
建
設
課
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

　
　
役
場
内
で
の
設
計
は
可
能
で

あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
委
託
を
行

わ
な
か
っ
た
。

◆
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
国
民
健
康
保
険
災
害
等
臨
時

　
　
特
例
補
助
金
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
係
る
国
保
税
の
減
免
の
た

め
の
補
助
金
と
思
う
が
、
そ
の
減

免
額
は
い
く
ら
か
。

　
１
月
末
現
在
で
、
令
和
元
年

　
　
度
分
が
１
千
６
５
３
万
円
、

令
和
２
年
度
分
が
１
億
２
千
７
３

委
員
会
ス
ポ
ッ
ト

委
員
会
ス
ポ
ッ
ト

予
算
関
係

文
教
厚
生
委
員
会
３
月
９
日

文
教
厚
生
委
員
会
３
月
９
日

問答問答

問問 答答問答

問答問答

問問問 答答答
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０
万
６
千
円
、
合
計
で
１
億
４
千

３
８
３
万
６
千
円
で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
特
別
徴
収
保
険
料
の
減
額
は
、

　
　
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
。

　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
に

　
　
つ
い
て
、
受
領
委
任
払
を
利

用
で
き
る
の
か
。

　
利
用
者
の
希
望
に
応
じ
て
利

　
　
用
可
能
で
あ
る
。

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
学
校
設
置
条
例
を
議
決
し
て

　
　
か
ら
統
合
に
係
る
予
算
を
、

提
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
　
条
例
案
を
同
時
に
提
出
し
て

お
り
、
統
合
の
準
備
に
係
る
予
算

が
新
た
に
必
要
と
な
る
た
め
で
あ

る
。

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
傷
病
手
当
金
の
給
付
を
受
け

　
　
る
た
め
に
は
申
請
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
。
対
象
者
へ
案
内
通

知
な
ど
を
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

支
給
実
績
は
何
件
あ
る
か
。

　
町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
　
ス
感
染
者
の
住
所
、
氏
名
な

ど
の
情
報
を
把
握
し
て
い
な
い
た

め
、
案
内
通
知
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
、
傷
病
手
当

金
を
受
給
す
る
に
は
本
人
又
は
家

族
の
方
が
申
請
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
。
実
績
は
０
件
だ
が
、

相
談
は
数
件
受
け
て
い
る
。

◆
南
知
多
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
基
準
額
へ
の
影
響
等
は
介
護

　
　
保
険
運
営
協
議
会
で
検
討
さ

れ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
他
の
段

階
の
基
準
所
得
金
額
の
改
定
を
行

わ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
他
に

　
　
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
法
施

行
規
則
の
改
正
に
準
じ
て
行
な
っ

た
。

◆
南
知
多
町
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
に
、
現
在
の
師
崎

　
　
小
学
校
の
位
置
に
統
合
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
な
ぜ
、
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
ら
な
い
の
か
。

　
大
井
小
学
校
と
師
崎
小
学
校

　
　
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
統
合

の
位
置
も
含
め
、
賛
成
・
反
対
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
判
断
す

る
の
で
は
な
く
、
意
見
交
換
会
に

お
い
て
広
く
保
護
者
の
意
見
を
お

聞
き
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
た

た
め
で
あ
る
。

　
令
和
４
年
の
統
合
は
早
い
の

　
　
で
は
な
い
か
。

　
男
女
比
の
偏
り
や
極
端
な
少

　
　
人
数
の
学
年
が
続
く
と
い
う

課
題
を
早
期
に
解
消
す
る
こ
と
や

令
和
３
年
度
に
大
井
保
育
所
と
師

崎
保
育
所
が
統
合
す
る
た
め
、
保

育
所
で
一
緒
に
な
っ
た
友
だ
ち
が

小
学
校
で
は
別
々
に
な
っ
て
し
ま

う
状
態
を
な
く
す
た
め
、
早
急
な

統
合
が
必
要
と
考
え
た
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
15
号
）

　
道
路
橋
り
ょ
う
維
持
補
修
事

　
　
業
費
に
お
け
る
道
路
用
地
購

入
費
、
物
件
補
償
費
の
減
額
理
由

は
何
か
。

　
町
道
３
２
０
９
号
線
道
路
改

　
　
築
事
業
に
お
い
て
、
対
象
の

地
権
者
に
対
し
用
地
買
収
、
物
件

補
償
を
予
定
し
て
い
た
が
、
諸
事

情
に
よ
り
、
今
年
度
中
の
契
約
が

成
立
し
な
い
見
込
み
と
な
っ
た
た

め
で
あ
る
。

予
算
関
係

条
例
関
係

総
務
建
設
委
員
会
３
月
11
日

総
務
建
設
委
員
会
３
月
11
日

問答問答問答

問

問答

問 答答答

問問 答
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０
万
６
千
円
、
合
計
で
１
億
４
千

３
８
３
万
６
千
円
で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
特
別
徴
収
保
険
料
の
減
額
は
、

　
　
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
。

　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
に

　
　
つ
い
て
、
受
領
委
任
払
を
利

用
で
き
る
の
か
。

　
利
用
者
の
希
望
に
応
じ
て
利

　
　
用
可
能
で
あ
る
。

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
学
校
設
置
条
例
を
議
決
し
て

　
　
か
ら
統
合
に
係
る
予
算
を
、

提
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
　
条
例
案
を
同
時
に
提
出
し
て

お
り
、
統
合
の
準
備
に
係
る
予
算

が
新
た
に
必
要
と
な
る
た
め
で
あ

る
。

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
傷
病
手
当
金
の
給
付
を
受
け

　
　
る
た
め
に
は
申
請
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
。
対
象
者
へ
案
内
通

知
な
ど
を
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

支
給
実
績
は
何
件
あ
る
か
。

　
町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
　
ス
感
染
者
の
住
所
、
氏
名
な

ど
の
情
報
を
把
握
し
て
い
な
い
た

め
、
案
内
通
知
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
、
傷
病
手
当

金
を
受
給
す
る
に
は
本
人
又
は
家

族
の
方
が
申
請
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
。
実
績
は
０
件
だ
が
、

相
談
は
数
件
受
け
て
い
る
。

◆
南
知
多
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
基
準
額
へ
の
影
響
等
は
介
護

　
　
保
険
運
営
協
議
会
で
検
討
さ

れ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
他
の
段

階
の
基
準
所
得
金
額
の
改
定
を
行

わ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
他
に

　
　
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
法
施

行
規
則
の
改
正
に
準
じ
て
行
な
っ

た
。
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校
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す
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位
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保
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ケ
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よ
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３
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◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

　
県
営
防
災
ダ
ム
事
業
負
担
金

　
　
に
つ
い
て
、
た
め
池
防
災
工

事
は
１
池
当
り
何
年
か
か
る
も
の

か
。
ま
た
、
１
池
当
り
の
改
修
費

用
は
い
く
ら
か
。

　
た
め
池
の
規
模
、
整
備
内
容

　
　
等
に
も
よ
る
が
、
過
去
の
実

施
例
を
見
る
と
１
池
当
り
工
事
に

３
年
程
度
か
か
り
、
改
修
費
用
は

約
１
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
、
木

　
　
造
住
宅
段
階
的
耐
震
改
修
費
、

木
造
住
宅
簡
易
耐
震
改
修
費
の
各

補
助
金
の
違
い
は
何
か
。

　
ま
ず
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修

　
　
費
補
助
金
は
、
地
震
時
に
家

屋
が
倒
壊
し
な
い
よ
う
耐
震
改
修

を
一
度
に
行
う
も
の
で
補
助
の
上

限
は
１
０
０
万
円
で
あ
る
。
次
に
、

木
造
住
宅
段
階
的
耐
震
改
修
費
補

助
金
は
、
費
用
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
耐
震
改
修
を
二
度
に
分
け

て
行
う
も
の
で
補
助
の
上
限
は
90

万
円
で
、
最
後
に
、
木
造
住
宅
簡

易
耐
震
改
修
費
補
助
金
は
、
耐
震

性
の
高
い
空
間
を
確
保
す
る
簡
易

な
改
修
を
行
う
も
の
で
補
助
の
上

限
は
40
万
円
で
あ
る
。

　
衆
議
院
議
員
選
挙
費
及
び
町

　
　
議
会
議
員
選
挙
費
に
計
上
さ

れ
て
い
る
扇
風
機
借
上
料
と
は
何

か
。　

エ
ア
コ
ン
等
の
な
い
投
票
所

　
　
に
お
い
て
投
票
従
事
者
等
か

ら
扇
風
機
を
借
り
上
げ
る
経
費
で

あ
る
。

　
高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置

　
　
設
置
促
進
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
、
何
に
対
し
て
の
補
助
で
あ

り
、
ど
の
程
度
の
費
用
を
要
す
る

も
の
な
の
か
。

　
満
65
歳
以
上
の
町
民
が
、
後

　
　
付
け
の
急
発
進
等
抑
制
装
置

を
設
置
す
る
こ
と
に
対
す
る
補
助

で
あ
り
、
障
害
物
を
検
知
す
る
セ

ン
サ
ー
が
つ
い
た
も
の
を
設
置
す

る
場
合
は
上
限
３
万
２
千
円
を
、

セ
ン
サ
ー
が
つ
か
な
い
も
の
を
設

置
す
る
場
合
は
上
限
１
万
６
千
円

の
補
助
を
行
う
。
ま
た
、
設
置
に

係
る
費
用
の
全
体
額
に
つ
い
て
は
、

セ
ン
サ
ー
付
き
が
８
万
円
程
度
、

セ
ン
サ
ー
な
し
が
４
万
円
程
度
を

想
定
し
て
い
る
。

　
家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
委

　
　
託
料
に
つ
い
て
、
何
件
を
見

込
ん
で
い
る
か
。

　
50
件
分
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス

　
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｒ

Ｐ
Ａ
）
で
今
後
予
定
し
て
い
る
業

務
は
何
か
。

　
令
和
２
年
度
は
住
民
情
報
シ

　
　
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
介
護
保

険
に
係
る
申
請
、
税
等
の
口
座
振

替
登
録
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
還

付
申
請
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
て

い
る
。
令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
、

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
で
運
用
す
る

業
務
で
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
利
用
し
て
い
く
。

◆
令
和
３
年
度
南
知
多
町
師
崎
港

駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

　
駐
車
場
使
用
料
が
減
額
と

　
　
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠

は
何
か
。

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
令
和
２

　
　
年
９
月
ま
で
の
実
績
を
も
と

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
た
。

問答問答

問問 答答

問答

問問 答答

11 R3. 5. 1

一般質問

総務建設委員長
鈴木浩二

２
アフターコロナ時代に向けて
避難所の感染拡大防止策について
経済対策、雇用対策等について

文教厚生委員長
石垣菊蔵

１

感染者及び濃厚接触者の支援について
ワクチン接種について
妊産婦・不妊治療中の方々への配慮について
子どもの教育環境について

３月5日、新型コロナウイルス感染拡大防止及びコロナワクチン接種体制に執行部が万全を
期するため、関連の質問を各委員長がそれぞれの委員の質問を取りまとめ委員長代表質問を行
いました。

ここが聞きたい！

新型コロナウイルス感染症支援一覧

可決日

新型コロナウイルスワクチン接種事業
（接種券作成等業務委託料等）

３月４日
令和２年度

一般会計補正予算
（第13号、第14号）

事業名

３月２４日
令和３年度

一般会計補正予算
（第２号）

新型コロナウイルス感染症観光対策事業
（宿泊促進事業費補助金）

新型コロナウイルスワクチン接種事業
（コールセンター運営業務委託料等）

すくすく赤ちゃん子育て特別応援金

ワクチン接種協力体制支援交付金

新型コロナウイルス感染症観光対策事業
（海水浴場等感染防止対策事業費補助金）

新型コロナウイルス感染症避難所対策事業
（避難所用備蓄品購入）

新型コロナウイルス感染症観光対策事業
（観光宣伝委託料）

事業費
（千円）

5,333

18,150

5,660

14,614

16,500

1,500

6,000

6,500

4,541GIGAスクールサポーター配置促進事業
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12R3. 5. 1※令和３年３月５日時点の内容となります。

感
染
者
及
び
濃
厚
接
触

者
の
支
援
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

一般質問

　
軽
症
の
感
染
者
や
濃
厚

　
　
接
触
者
は
日
常
生
活
に

不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

支
援
策
は
あ
る
か
。
ま
た
、

さ
ら
に
充
実
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
保
健
所
か
ら
自
宅
待
機

を
要
請
さ
れ
て
い
る
方
で
、

親
族
等
か
ら
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯

な
ど
の
方
に
は
、
職
員
が
買

い
物
代
行
等
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
家
庭
内
で

の
感
染
防
止
用
に
透
明
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
提
供
も

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
感

染
者
等
の
情
報
は
町
に
は
入

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
支
援
の

案
内
が
直
接
対
象
者
に
で
き

な
い
が
、
支
援
策
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
案
内
等
し
て
い

る
。
な
お
、
現
時
点
で
の
さ

ら
な
る
充
実
は
考
え
て
い
な

い
が
、
日
常
生
活
で
の
相
談

は
福
祉
課
に
問
合
せ
を
お
願

い
し
た
い
。

　
本
町
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
は
、
ど
の
よ
う
な
体
制

で
行
う
予
定
か
。
ま
た
高
齢

者
等
へ
の
配
慮
を
考
え
て
い

る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
今

後
の
状
況
に
よ
り
変
更
も
あ

り
得
る
が
、
３
月
15
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
の
す
べ

て
の
期
間
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
３
回
線
を
用

意
し
外
部
委
託
で
準
備
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
集
団
接

種
予
約
方
法
は
、
24
時
間
予

約
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ブ
ラ
ウ
ザ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ

リ
を
用
い
た
Ｗ
ｅ
ｂ
の
予
約

の
機
能
も
準
備
し
て
い
る
。

な
お
、
高
齢
者
等
Ｗ
ｅ
ｂ
の

予
約
が
難
し
い
方
に
つ
い
て

は
電
話
受
付
を
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
。
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
等
に
は
、
職
員
の
高

齢
者
見
守
り
訪
問
の
際
に
周

知
を
図
り
、
民
生
委
員
の
方

の
協
力
も
お
願
い
し
て
い
く
。

　
集
団
接
種
と
個
別
接
種

　
　
の
具
体
的
な
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
集
団
接
種
は
５
月
か
ら

12
月
ま
で
の
間
の
土
曜
日
の

午
後
に
町
総
合
体
育
館
、
篠

島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
及
び

日
間
賀
小
学
校
の
３
か
所
を

巡
回
し
、
個
別
接
種
は
５
月

か
ら
２
月
ま
で
の
間
、
町
内

の
各
医
療
機
関
の
診
療
時
間

な
ど
に
お
い
て
実
施
す
る
計

画
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

接
種
券
な
ど
の
通
知
は
４
月

中
旬
頃
か
ら
65
歳
以
上
の
高

齢
者
分
を
送
付
し
、
５
月
か

ら
の
開
始
に
向
け
準
備
を
し

て
い
る
。
そ
の
他
の
方
を
含

め
12
月
中
に
は
国
の
想
定
す

る
摂
取
率
70
％
に
達
す
る
計

画
と
し
て
お
り
、
町
民
へ
の

周
知
、
啓
発
、
医
療
機
関
と

の
緊
密
な
連
携
に
努
め
て
い

く
。　

当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
っ

　
　
た
場
合
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
個
別
接
種
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
各
医
療
機
関
で
の
対

応
と
し
て
い
る
。
集
団
接
種

に
つ
い
て
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
又
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話

に
て
、
予
約
の
取
り
直
し
の

必
要
が
あ
る
。
な
お
、
当
日

会
場
で
の
混
乱
を
避
け
る
た

め
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
へ
の

対
応
は
考
え
て
い
な
い
。
こ

の
た
め
、
キ
ャ
ン
セ
ル
手
続

き
は
予
め
行
っ
て
い
た
だ
き
、

ワ
ク
チ
ン
を
無
駄
に
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

　
接
種
の
推
奨
に
つ
い
て
、

　
　
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
住
民
が
集
団
免
疫
を
得

る
こ
と
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
か
ら
社
会
全
体

が
守
ら
れ
る
よ
う
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
に
接
種
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Q 感染者及び濃厚接触者の支援は
A 高齢者世帯などに対し、職員が買い物
　 代行や感染防止シートの提供を行っている 石垣　菊蔵議員

問答

問答

問答問

問 答答
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妊
産
婦
・
不
妊
治
療
中
の

方
々
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

子
ど
も
の
教
育
環
境

に
つ
い
て

　
副
反
応
対
策
や
相
談
窓

　
　
口
の
整
備
は
ど
う
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
集
団
接
種
会
場
や
個
別

接
種
医
療
機
関
で
は
、
医
薬

品
な
ど
の
準
備
を
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
、
集

団
接
種
の
一
般
的
な
相
談
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
行
う
。

副
反
応
に
関
す
る
専
門
的
な

相
談
な
ど
は
、
接
種
前
に
は

か
か
り
つ
け
医
や
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
へ
相
談
、
接
種
後
に
は

接
種
し
た
医
療
機
関
や
か
か

り
つ
け
医
な
ど
に
受
診
を
お

願
い
し
た
い
。
さ
ら
な
る
対

応
が
必
要
な
場
合
は
、
専
門

的
医
療
機
関
が
紹
介
さ
れ
る
。

　
　
他
市
町
で
は
特
設
ペ
ー

　
　
ジ
や
チ
ー
ム
を
結
成
し

て
情
報
発
信
し
て
い
る
が
本

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
令
和
３
年
２
月
２
日
に
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
案
内
特
設
ペ
ー
ジ

を
設
け
公
開
し
て
い
る
。
ま

た
、
広
報
３
月
号
で
も
掲
載

し
周
知
に
努
め
て
い
る
。
な

お
、
町
で
は
既
に
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
全
庁
体
制
で
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　　
国
に
お
い
て
は
特
定
不

　
　
妊
治
療
に
お
け
る
対
応

年
齢
要
件
の
緩
和
を
始
め
、

支
援
の
各
種
情
報
を
発
信
し

て
い
る
が
、
本
町
で
も
必
要

な
方
に
必
要
な
情
報
が
届
く

よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

周
知
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
、
一
般
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
の
掲
載
し

か
な
く
、
十
分
な
情
報
発
信

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

国
や
県
の
情
報
と
関
連
付
け

た
。
今
後
も
、
機
会
あ
る
ご

と
に
情
報
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、
相
談
支
援
の
充
実
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　
妊
産
婦
の
家
族
の
感
染

　
　
や
近
親
者
の
濃
厚
接
触

を
疑
わ
れ
た
場
合
の
一
時
的

な
居
場
所
の
確
保
や
費
用
の

助
成
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
感
染
者
の
家
族
に
妊
産

婦
が
い
る
場
合
に
は
、
感
染

者
の
重
症
度
や
個
々
の
家
族

の
状
況
、
希
望
を
踏
ま
え
感

染
者
自
身
の
入
院
や
入
所
を

保
健
所
が
判
断
す
る
。
ま
た
、

濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
検
査
が
行
わ
れ
、
陽

性
の
場
合
に
は
症
状
の
重
症

度
や
同
居
す
る
妊
産
婦
の
特

性
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

保
健
所
が
入
院
や
入
所
の
判

断
を
す
る
。
入
院
施
設
や
軽

症
者
等
の
宿
泊
療
養
施
設
の

確
保
も
愛
知
県
が
対
応
す
る

た
め
費
用
助
成
す
る
考
え
は

な
い
。

　
国
の
ワ
ク
チ
ン
対
象
者

　
　
に
妊
娠
中
の
方
は
推
奨

す
る
対
象
か
ら
外
す
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
不
安
を
取
り

除
く
対
応
等
を
考
え
て
い
る

か
。　

大
岩
厚
生
部
長

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き

な
い
方
は
、
引
き
続
き
感
染

予
防
対
策
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
接
種
が
可

能
な
方
に
は
、
で
き
る
だ
け

接
種
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

集
団
免
疫
力
の
向
上
に
つ
な

げ
る
こ
と
で
、
妊
娠
中
の
方

を
始
め
、
町
民
の
不
安
を
取

り
除
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

　
小
中
学
校
休
校
等
に
よ

　
　
る
子
ど
も
た
ち
の
学
習

や
体
力
へ
の
影
響
は
ど
う

な
っ
た
か
。

　
山
下
教
育
部
長

　
臨
時
休
業
で
の
学
習
面

へ
の
影
響
は
、
前
の
学
年
の

３
学
期
以
降
の
未
実
施
分
、

新
学
期
の
当
初
の
授
業
も
な

く
な
り
学
習
の
遅
れ
へ
の
懸

念
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
体
力

面
に
お
い
て
も
、
部
活
動
も

中
止
と
な
り
影
響
が
あ
っ
た

と
捉
え
て
い
る
。
各
学
校
に

お
い
て
は
、
休
業
中
、
課
題

の
配
布
や
臨
時
の
分
散
登
校

日
の
設
定
、
家
庭
学
習
の
進

行
状
況
の
確
認
や
相
談
、
家

庭
訪
問
や
電
話
連
絡
を
行
な

う
な
ど
、
家
庭
学
習
の
把
握

と
学
習
の
遅
れ
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
き
た
。
さ
ら

に
学
校
再
開
の
準
備
期
間
で

の
分
散
登
校
で
は
、
未
履
修

分
の
学
習
を
進
め
て
き
た
。

授
業
時
数
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
学
校
再
開
を
５
月
25
日

か
ら
と
し
、
併
せ
て
夏
季
休

業
期
間
を
短
縮
し
、
授
業
時

間
の
確
保
に
努
め
、
10
月
中

に
は
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

た
。
体
力
面
で
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
限
り
の
活

一般質問

問答

問 問答 答

問答

問問 答

答
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妊
産
婦
・
不
妊
治
療
中
の

方
々
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

子
ど
も
の
教
育
環
境

に
つ
い
て

　
副
反
応
対
策
や
相
談
窓

　
　
口
の
整
備
は
ど
う
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
集
団
接
種
会
場
や
個
別

接
種
医
療
機
関
で
は
、
医
薬

品
な
ど
の
準
備
を
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
、
集

団
接
種
の
一
般
的
な
相
談
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
行
う
。

副
反
応
に
関
す
る
専
門
的
な

相
談
な
ど
は
、
接
種
前
に
は

か
か
り
つ
け
医
や
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
へ
相
談
、
接
種
後
に
は

接
種
し
た
医
療
機
関
や
か
か

り
つ
け
医
な
ど
に
受
診
を
お

願
い
し
た
い
。
さ
ら
な
る
対

応
が
必
要
な
場
合
は
、
専
門

的
医
療
機
関
が
紹
介
さ
れ
る
。

　
　
他
市
町
で
は
特
設
ペ
ー

　
　
ジ
や
チ
ー
ム
を
結
成
し

て
情
報
発
信
し
て
い
る
が
本

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
令
和
３
年
２
月
２
日
に
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
案
内
特
設
ペ
ー
ジ

を
設
け
公
開
し
て
い
る
。
ま

た
、
広
報
３
月
号
で
も
掲
載

し
周
知
に
努
め
て
い
る
。
な

お
、
町
で
は
既
に
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
全
庁
体
制
で
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　　
国
に
お
い
て
は
特
定
不

　
　
妊
治
療
に
お
け
る
対
応

年
齢
要
件
の
緩
和
を
始
め
、

支
援
の
各
種
情
報
を
発
信
し

て
い
る
が
、
本
町
で
も
必
要

な
方
に
必
要
な
情
報
が
届
く

よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

周
知
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
、
一
般
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
の
掲
載
し

か
な
く
、
十
分
な
情
報
発
信

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

国
や
県
の
情
報
と
関
連
付
け

た
。
今
後
も
、
機
会
あ
る
ご

と
に
情
報
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、
相
談
支
援
の
充
実
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　
妊
産
婦
の
家
族
の
感
染

　
　
や
近
親
者
の
濃
厚
接
触

を
疑
わ
れ
た
場
合
の
一
時
的

な
居
場
所
の
確
保
や
費
用
の

助
成
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
感
染
者
の
家
族
に
妊
産

婦
が
い
る
場
合
に
は
、
感
染

者
の
重
症
度
や
個
々
の
家
族

の
状
況
、
希
望
を
踏
ま
え
感

染
者
自
身
の
入
院
や
入
所
を

保
健
所
が
判
断
す
る
。
ま
た
、

濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
検
査
が
行
わ
れ
、
陽

性
の
場
合
に
は
症
状
の
重
症

度
や
同
居
す
る
妊
産
婦
の
特

性
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

保
健
所
が
入
院
や
入
所
の
判

断
を
す
る
。
入
院
施
設
や
軽

症
者
等
の
宿
泊
療
養
施
設
の

確
保
も
愛
知
県
が
対
応
す
る

た
め
費
用
助
成
す
る
考
え
は

な
い
。

　
国
の
ワ
ク
チ
ン
対
象
者

　
　
に
妊
娠
中
の
方
は
推
奨

す
る
対
象
か
ら
外
す
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
不
安
を
取
り

除
く
対
応
等
を
考
え
て
い
る

か
。　

大
岩
厚
生
部
長

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き

な
い
方
は
、
引
き
続
き
感
染

予
防
対
策
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
接
種
が
可

能
な
方
に
は
、
で
き
る
だ
け

接
種
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

集
団
免
疫
力
の
向
上
に
つ
な

げ
る
こ
と
で
、
妊
娠
中
の
方

を
始
め
、
町
民
の
不
安
を
取

り
除
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

　
小
中
学
校
休
校
等
に
よ

　
　
る
子
ど
も
た
ち
の
学
習

や
体
力
へ
の
影
響
は
ど
う

な
っ
た
か
。

　
山
下
教
育
部
長

　
臨
時
休
業
で
の
学
習
面

へ
の
影
響
は
、
前
の
学
年
の

３
学
期
以
降
の
未
実
施
分
、

新
学
期
の
当
初
の
授
業
も
な

く
な
り
学
習
の
遅
れ
へ
の
懸

念
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
体
力

面
に
お
い
て
も
、
部
活
動
も

中
止
と
な
り
影
響
が
あ
っ
た

と
捉
え
て
い
る
。
各
学
校
に

お
い
て
は
、
休
業
中
、
課
題

の
配
布
や
臨
時
の
分
散
登
校

日
の
設
定
、
家
庭
学
習
の
進

行
状
況
の
確
認
や
相
談
、
家

庭
訪
問
や
電
話
連
絡
を
行
な

う
な
ど
、
家
庭
学
習
の
把
握

と
学
習
の
遅
れ
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
き
た
。
さ
ら

に
学
校
再
開
の
準
備
期
間
で

の
分
散
登
校
で
は
、
未
履
修

分
の
学
習
を
進
め
て
き
た
。

授
業
時
数
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
学
校
再
開
を
５
月
25
日

か
ら
と
し
、
併
せ
て
夏
季
休

業
期
間
を
短
縮
し
、
授
業
時

間
の
確
保
に
努
め
、
10
月
中

に
は
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

た
。
体
力
面
で
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
限
り
の
活

一般質問

問答

問 問答 答

問答

問問 答

答
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動
を
確
保
で
き
る
よ
う
学
校

ご
と
努
力
し
て
い
る
。

　
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
る

　
　
子
ど
も
の
ス
マ
ホ
依
存

や
ゲ
ー
ム
依
存
等
の
現
状
と

対
応
は
ど
う
か
。

　
山
下
教
育
部
長

　
各
学
校
で
は
、
以
前
か

ら
継
続
し
て
指
導
し
て
い
る
。

生
活
習
慣
を
乱
し
、
家
庭
学

習
、
運
動
時
間
や
睡
眠
時
間

の
確
保
の
妨
げ
に
な
る
よ
う

な
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
の
使
い

方
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
適
切
な

利
用
に
つ
い
て
引
き
続
き
指

導
し
て
い
く
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

　
　
想
が
前
倒
し
に
な
っ
た

児
童
生
徒
一
人
一
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
子
ど
も

た
ち
の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
山
下
教
育
部
長

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
布
完

了
は
３
月
中
旬
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
が
、
一
部
の
学
校

で
は
、
調
べ
学
習
、
児
童
生

徒
に
よ
る
発
表
や
写
真
や
動

画
の
記
録
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
習
熟
に
応
じ
た
Ａ
Ｉ

ド
リ
ル
学
習
、
挙
手
で
は
な

く
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
発
表
に

よ
り
学
級
全
員
で
共
有
す
る
、

主
体
的
な
深
い
学
び
に
つ
な

が
る
授
業
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　
教
育
現
場
で
の
感
染
抑

　
　
制
の
実
践
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
出
来
な
い
16
歳
未
満

の
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、

安
心
で
き
る
教
育
現
場
の
こ

れ
か
ら
は
、
そ
し
て
新
た
な

実
践
計
画
な
ど
あ
る
か
。

　
高
橋
教
育
長

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
第
三
波
で

は
、
町
内
の
学
校
や
保
育
所

関
係
者
で
大
人
・
子
ど
も
合

わ
せ
て
３
名
の
方
が
感
染
し

た
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と

に
重
症
化
す
る
こ
と
な
く
、

現
在
、
以
前
の
生
活
に
戻
っ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
は
、
全

て
家
族
内
感
染
に
と
ど
ま
り
、

学
校
内
や
保
育
所
内
で
感
染

拡
大
し
た
ケ
ー
ス
は
な
い
。

本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
早
目

の
連
絡
が
、
と
て
も
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
保
護

者
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
き
た
各
学

校
で
の
感
染
拡
大
防
止
対
策

を
こ
の
ま
ま
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

各
家
庭
で
は
、
毎
日
検
温

や
健
康
観
察
を
し
、
子
ど
も

た
ち
の
体
調
が
良
く
な
い
場

合
は
登
校
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
学

校
で
は
、
三
密
を
避
け
て
換

気
を
し
、
集
団
生
活
で
は
マ

ス
ク
着
用
、
活
動
内
容
を
工

夫
す
る
な
ど
、
新
し
い
生
活

様
式
を
守
っ
て
い
る
。
当
た

り
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
地
道
に
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

今
回
、
16
歳
未
満
の
子
ど

も
た
ち
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ

う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
り
、
家

族
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

副
反
応
な
ど
心
配
な
こ
と
も

あ
る
の
で
医
師
と
ご
相
談
の

う
え
で
は
あ
る
が
、
ご
家
族

に
は
、
是
非
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
お
願
い
し
た
い
。

学
校
や
保
育
所
で
は
、
現

在
で
き
る
こ
と
は
し
て
い
る
。

さ
ら
に
安
心
で
き
る
教
育
の

た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
も
必
要
で
あ
る
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、

地
域
社
会
が
強
い
集
団
免
疫

を
獲
得
し
、
子
ど
も
た
ち
や

妊
婦
の
皆
さ
ん
を
み
ん
な
で

守
る
体
制
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

今
後
、
教
育
委
員
会
で
は
、

可
能
な
限
り
子
ど
も
た
ち
の

学
び
と
学
校
生
活
を
守
り
、

思
い
出
に
な
る
大
切
な
行
事

に
つ
い
て
は
、
「
ど
う
し
た

ら
で
き
る
の
か
。
」
と
い
う

方
向
で
考
え
、
実
施
し
て
い

き
た
い
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

一般質問

問

問問 答

答答
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一般質問

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代

に
向
け
て

避
難
所
の
感
染
拡
大

防
止
策
に
つ
い
て

経
済
支
援
、雇
用
対
策

に
つ
い
て

　
緊
急
事
態
宣
言
中
に
お

　
　
け
る
本
町
の
テ
レ
ワ
ー

ク
の
実
績
は
ど
う
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
期
間
中
の
１
月
14
日
か

ら
２
月
末
ま
で
で
、
29
人
の

職
員
が
延
べ
58
日
間
実
施
し

た
。　

今
後
に
向
け
て
テ
レ
ワ
ー

　
ク
を
実
施
す
る
問
題
点

や
課
題
は
何
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
窓
口
業
務
や
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
な
ど
、
業
務
上

の
理
由
か
ら
部
署
ご
と
の
利

用
実
績
に
偏
り
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
紙
文
書
に
よ

る
決
裁
方
法
で
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
中
に
決
裁
が
進
ま
な

い
と
の
指
摘
も
あ
り
、
業
務

の
性
質
や
効
率
な
ど
多
く
の

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
や
ワ
ー

　
　
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
整
備

の
状
況
は
ど
う
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
地
方
で
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
整
備
す
る
、

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付

金
の
活
用
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
感
染
リ
ス
ク
に
お
け
る

　
　
避
難
所
へ
の
行
動
判
断

基
準
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
県
が
作
成
し
た
「
避
難

所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
準
用
し
て
い

る
。
こ
の
中
で
ま
ず
、
自
宅

が
安
全
な
場
合
、
自
宅
に
留

ま
る
「
在
宅
避
難
」
を
検
討

し
て
い
た
だ
く
。
次
に
安
全

な
親
戚
・
知
人
宅
に
避
難
が

可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
を
避

難
先
と
す
る
「
縁
故
避
難
」

を
検
討
し
て
い
た
だ
く
。
そ

し
て
、
ど
ち
ら
も
で
き
な
い

場
合
は
町
が
指
定
す
る
避
難

所
に
避
難
す
る
。
こ
う
し
た

分
散
避
難
を
検
討
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
感
染
リ
ス
ク
を

避
け
る
観
点
か
ら
も
有
効
な

対
策
と
な
る
。

　
発
熱
、
咳
な
ど
の
症
状

　
　
が
出
て
い
る
方
の
避
難

所
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
ど
う

か
。　

田
中
総
務
部
長

　
空
き
部
屋
や
間
仕
切
り

の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
避
難

用
テ
ン
ト
を
利
用
し
て
避
難

者
の
接
触
を
避
け
る
よ
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
町
内
で
の

　
　
倒
産
・
廃
業
・
失
業
の

実
態
は
ど
う
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
倒
産
・
廃
業
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
、
観
光
協
会
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
は

な
い
。
ま
た
、
失
業
に
つ
い

て
の
町
内
の
実
態
を
示
す
も

の
は
な
い
が
、
半
田
公
共
職

業
安
定
所
に
よ
る
町
内
の
有

効
求
職
者
の
増
数
や
社
会
福

祉
協
議
会
の
生
活
相
談
の
増

か
ら
も
雇
用
環
境
が
悪
化
し

て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
来
年
度
の
予
算
へ
の
影

　
　
響
は
ど
う
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
令
和
２
年
度
の
町
税
予

算
額
に
対
し
8.5
％
、
１
億
８

千
７
５
０
万
４
千
円
の
減
収

と
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の
う

ち
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
と
し
て
は
１
億

６
２
０
万
円
の
減
収
で
あ
る

が
、
固
定
資
産
税
の
減
収
見

込
み
７
千
４
０
万
円
は
国
の

交
付
金
で
全
額
補
填
さ
れ
る

た
め
、
実
質
的
に
は
３
千
５

８
０
万
円
の
減
収
で
あ
る
。

Q 新型コロナウイルス感染症による予算への
　 影響はどのくらいか
A 1億8,75０万円の減収である

鈴木　浩二議員

問答問問 答

問 答答

問答問

問 答答
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一般質問

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代

に
向
け
て

避
難
所
の
感
染
拡
大

防
止
策
に
つ
い
て

経
済
支
援
、雇
用
対
策

に
つ
い
て

　
緊
急
事
態
宣
言
中
に
お

　
　
け
る
本
町
の
テ
レ
ワ
ー

ク
の
実
績
は
ど
う
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
期
間
中
の
１
月
14
日
か

ら
２
月
末
ま
で
で
、
29
人
の

職
員
が
延
べ
58
日
間
実
施
し

た
。　

今
後
に
向
け
て
テ
レ
ワ
ー

　
ク
を
実
施
す
る
問
題
点

や
課
題
は
何
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
窓
口
業
務
や
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
な
ど
、
業
務
上

の
理
由
か
ら
部
署
ご
と
の
利

用
実
績
に
偏
り
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
紙
文
書
に
よ

る
決
裁
方
法
で
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
中
に
決
裁
が
進
ま
な

い
と
の
指
摘
も
あ
り
、
業
務

の
性
質
や
効
率
な
ど
多
く
の

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
や
ワ
ー

　
　
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
整
備

の
状
況
は
ど
う
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
地
方
で
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
整
備
す
る
、

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付

金
の
活
用
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
感
染
リ
ス
ク
に
お
け
る

　
　
避
難
所
へ
の
行
動
判
断

基
準
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
県
が
作
成
し
た
「
避
難

所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
準
用
し
て
い

る
。
こ
の
中
で
ま
ず
、
自
宅

が
安
全
な
場
合
、
自
宅
に
留

ま
る
「
在
宅
避
難
」
を
検
討

し
て
い
た
だ
く
。
次
に
安
全

な
親
戚
・
知
人
宅
に
避
難
が

可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
を
避

難
先
と
す
る
「
縁
故
避
難
」

を
検
討
し
て
い
た
だ
く
。
そ

し
て
、
ど
ち
ら
も
で
き
な
い

場
合
は
町
が
指
定
す
る
避
難

所
に
避
難
す
る
。
こ
う
し
た

分
散
避
難
を
検
討
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
感
染
リ
ス
ク
を

避
け
る
観
点
か
ら
も
有
効
な

対
策
と
な
る
。

　
発
熱
、
咳
な
ど
の
症
状

　
　
が
出
て
い
る
方
の
避
難

所
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
ど
う

か
。　

田
中
総
務
部
長

　
空
き
部
屋
や
間
仕
切
り

の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
避
難

用
テ
ン
ト
を
利
用
し
て
避
難

者
の
接
触
を
避
け
る
よ
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
町
内
で
の

　
　
倒
産
・
廃
業
・
失
業
の

実
態
は
ど
う
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
倒
産
・
廃
業
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
、
観
光
協
会
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
は

な
い
。
ま
た
、
失
業
に
つ
い

て
の
町
内
の
実
態
を
示
す
も

の
は
な
い
が
、
半
田
公
共
職

業
安
定
所
に
よ
る
町
内
の
有

効
求
職
者
の
増
数
や
社
会
福

祉
協
議
会
の
生
活
相
談
の
増

か
ら
も
雇
用
環
境
が
悪
化
し

て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
来
年
度
の
予
算
へ
の
影

　
　
響
は
ど
う
か
。

　
田
中
総
務
部
長

　
令
和
２
年
度
の
町
税
予

算
額
に
対
し
8.5
％
、
１
億
８

千
７
５
０
万
４
千
円
の
減
収

と
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の
う

ち
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
と
し
て
は
１
億

６
２
０
万
円
の
減
収
で
あ
る

が
、
固
定
資
産
税
の
減
収
見

込
み
７
千
４
０
万
円
は
国
の

交
付
金
で
全
額
補
填
さ
れ
る

た
め
、
実
質
的
に
は
３
千
５

８
０
万
円
の
減
収
で
あ
る
。

Q 新型コロナウイルス感染症による予算への
　 影響はどのくらいか
A 1億8,75０万円の減収である

鈴木　浩二議員

問答問問 答

問 答答

問答問

問 答答
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南
知
多
町
プ
レ
ミ
ア
ム

　
　
付
食
事
・
宿
泊
券
に
つ

い
て
、
事
業
効
果
は
ど
う
か
。

ま
た
、
第
２
弾
は
行
う
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
ど
の
地
区
で
も
一
定
の

店
舗
の
参
加
と
使
用
が
あ
り
、

町
全
体
で
経
済
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
再
度
プ
レ
ミ
ア
ム
食

事
・
宿
泊
券
発
行
事
業
を
行

う
こ
と
は
、
現
在
考
え
て
い

な
い
。

　　
令
和
２
年
度
に
水
道
料

　
　
金
の
基
本
料
金
等
を
６

か
月
分
無
料
に
し
た
が
、
令

和
３
年
度
は
ど
う
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
令
和
２
年
度
に
実
施
し

た
水
道
料
金
等
の
免
除
は
、

６
ケ
月
分
７
千
３
５
４
万
円

を
免
除
し
た
。
令
和
３
年
度

に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

改
め
て
行
う
考
え
は
な
い
。

　
そ
の
他
の
料
金
の
免
除

　
　
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
水
道
料
金
の
免
除
の
ほ

か
に
給
食
費
の
無
償
化
、
師

崎
観
光
セ
ン
タ
ー
や
両
島
の

渡
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
使
用
料

の
減
免
な
ど
を
行
っ
た
。
こ

れ
ら
の
支
援
策
を
含
め
、
継

続
し
て
実
施
す
る
か
ど
う
か

な
ど
検
討
し
て
い
く
。

　
国
、
県
、
町
か
ら
の
個

　
　
人
向
け
、
事
業
者
向
け

な
ど
の
様
々
な
支
援
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
申
請
・
支
給
の
状
況

は
ど
う
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
国
や
県
が
直
接
実
施
す

る
支
援
策
の
状
況
に
つ
い
て
、

多
く
は
把
握
で
き
て
い
な
い

が
、
今
後
情
報
収
集
に
努
め
、

町
民
の
意
見
を
国
、
県
に
届

け
る
な
ど
努
力
す
る
。
本
町

の
支
援
策
に
つ
い
て
、
県
と

と
も
に
実
施
し
た
飲
食
店
が

休
業
要
請
な
ど
に
応
じ
た
場

合
の
協
力
金
な
ど
を
除
き
、

２
月
末
時
点
で
９
千
万
円
を

超
え
る
実
績
見
込
み
が
あ
る
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
に
お
い
て
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
係
る
減
免
」
を
実

施
し
て
い
る
。

　
国
の
令
和
２
年
度
第
３

　
　
次
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

本
町
へ
の
交
付
額
は
い
く
ら

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
う
予
定
か
。

　
鈴
木
企
画
部
長

　
交
付
限
度
額
は
１
億
４

千
９
２
万
５
千
円
の
通
知
が

あ
っ
た
。
こ
の
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
て
、
感
染
症
対
策
、

生
活
支
援
、
経
済
対
策
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
事
業
継
続
や
家
計
の
生

　
　
活
支
援
に
資
す
る
政
策

を
適
時
・
適
切
に
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

同
時
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

克
服
し
た
後
、
い
か
に
し
て

経
済
を
再
び
成
長
軌
道
に
乗

せ
る
か
、
し
っ
か
り
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

　
石
黒
町
長

　
ま
ず
、
「
事
業
の
継
続
、

生
活
支
援
策
」
の
う
ち
、

「
事
業
の
継
続
」
に
係
る
経

済
対
策
で
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
発
生
以
降
、
急
激
に
落
ち

込
ん
だ
経
済
の
対
策
と
し
て
、

急
き
ょ
事
業
者
の
当
面
の
運

転
資
金
を
確
保
し
や
す
く
す

る
た
め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
保
証
等
に
お
け
る
信
用
保

証
料
の
補
助
制
度
を
創
設
し

た
。
続
い
て
、
「
緊
急
事
態

宣
言
」
が
発
出
さ
れ
た
４
月

以
降
に
お
い
て
は
、
県
と
と

も
に
直
接
事
業
者
に
休
業
協

力
金
を
支
給
し
、
休
業
補
償

と
感
染
抑
え
込
み
の
対
策
を

行
っ
た
。

そ
の
後
、
影
響
を
特
に
受

け
た
飲
食
・
宿
泊
業
の
下
支

え
の
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

食
事
・
宿
泊
券
の
発
行
事
業

や
、
感
染
が
落
ち
着
い
た
後

に
、
い
ち
早
く
観
光
需
要
を

取
り
戻
す
た
め
宿
泊
助
成
事

業
を
行
い
需
要
の
喚
起
に
努

め
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ

で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
飲
食
、

宿
泊
業
の
売
り
上
げ
の
落
ち

込
み
を
少
し
は
カ
バ
ー
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
料
し

て
い
る
。

一般質問
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そ
し
て
、
「
生
活
支
援

策
」
に
お
い
て
は
、
国
の
特

別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
に

加
え
、
水
道
基
本
料
金
等
の

免
除
や
保
育
所
、
学
校
等
に

お
け
る
給
食
費
の
無
償
化
等

を
実
施
し
、
町
民
に
寄
り
添

う
支
援
策
を
実
施
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
年
末
か

ら
の
第
三
波
に
よ
り
、
せ
っ

か
く
持
ち
直
し
つ
つ
あ
っ
た

需
要
が
な
く
な
り
、
事
業
者

の
厳
し
い
現
実
が
続
く
と
同

様
に
、
町
民
の
家
計
の
厳
し

さ
や
、
活
動
抑
制
か
ら
の
閉

塞
感
、
孤
独
感
に
よ
る
精
神

的
な
厳
し
さ
に
よ
る
影
響
を

懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。そ

の
た
め
、
来
年
度
に
お

い
て
も
、
感
染
の
波
、
新
規

感
染
者
の
増
減
を
見
極
め
な

が
ら
、
議
員
ご
指
摘
の
適
時
、

適
切
な
事
業
継
続
や
家
庭
生

活
支
援
の
政
策
を
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

次
に
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
克
服
し
た

後
、
い
か
に
し
て
経
済
を
再

び
成
長
軌
道
に
乗
せ
る

か
。
」
で
あ
る
。

現
在
、
県
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
る
飲
食
店
等
へ
の
時

短
協
力
金
以
外
に
も
、
緊
急

事
態
宣
言
の
影
響
緩
和
に
係

る
支
援
金
の
支
給
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
売

り
上
げ
減
少
に
対
す
る
支
援

は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
、
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
の
再
開
に
よ
る
、

飲
食
店
、
宿
泊
施
設
へ
の
支

援
も
継
続
さ
れ
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
順
次
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
収
束
し
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い

生
活
様
式
が
定
着
し
、
サ
ー

ビ
ス
業
始
め
企
業
の
経
営
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
来
て

い
る
。

例
え
ば
、
観
光
業
に
お
い

て
は
、
新
し
い
生
活
様
式
で

は
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
、
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
少
人
数
で
の
会

食
・
宿
泊
が
推
奨
さ
れ
、
団

体
旅
行
、
宴
会
な
ど
は
、
戻

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

事
業
者
は
傷
ん
だ
経
営
基
盤

の
下
、
こ
う
し
た
コ
ロ
ナ
収

束
後
の
変
化
に
対
応
し
た
設

備
投
資
や
販
路
開
拓
、
業
態

転
換
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

国
で
は
令
和
２
年
度
第
３

次
補
正
予
算
で
、
事
業
再
構

築
補
助
金
と
い
う
制
度
を
新

し
く
創
設
し
、
１
兆
円
を
超

え
る
予
算
額
を
計
上
し
て
い

る
。こ

れ
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
経

済
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
中
小
企
業
の
思
い

切
っ
た
事
業
再
構
築
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
日
本
経
済
の

構
造
転
換
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
う

し
た
制
度
等
を
積
極
的
に
活

用
し
て
も
ら
い
、
地
域
経
済

を
け
ん
引
し
て
い
く
事
業
者

を
育
成
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ま
た
、
今
年
度
の
よ
う
な

事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
支

援
も
、
今
し
ば
ら
く
は
必
要

か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
後
の
成
長
に
向
け
て
、

商
工
会
や
観
光
協
会
、
漁
業

協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、

南
知
多
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業

団
地
協
同
組
合
等
の
団
体
や

個
々
の
企
業
と
も
、
知
恵
と

労
力
を
共
に
出
し
合
い
、
伴

走
型
で
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

一般質問
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そ
し
て
、
「
生
活
支
援

策
」
に
お
い
て
は
、
国
の
特

別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
に

加
え
、
水
道
基
本
料
金
等
の

免
除
や
保
育
所
、
学
校
等
に

お
け
る
給
食
費
の
無
償
化
等

を
実
施
し
、
町
民
に
寄
り
添

う
支
援
策
を
実
施
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
年
末
か

ら
の
第
三
波
に
よ
り
、
せ
っ

か
く
持
ち
直
し
つ
つ
あ
っ
た

需
要
が
な
く
な
り
、
事
業
者

の
厳
し
い
現
実
が
続
く
と
同

様
に
、
町
民
の
家
計
の
厳
し

さ
や
、
活
動
抑
制
か
ら
の
閉

塞
感
、
孤
独
感
に
よ
る
精
神

的
な
厳
し
さ
に
よ
る
影
響
を

懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。そ

の
た
め
、
来
年
度
に
お

い
て
も
、
感
染
の
波
、
新
規

感
染
者
の
増
減
を
見
極
め
な

が
ら
、
議
員
ご
指
摘
の
適
時
、

適
切
な
事
業
継
続
や
家
庭
生

活
支
援
の
政
策
を
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

次
に
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
克
服
し
た

後
、
い
か
に
し
て
経
済
を
再

び
成
長
軌
道
に
乗
せ
る

か
。
」
で
あ
る
。

現
在
、
県
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
る
飲
食
店
等
へ
の
時

短
協
力
金
以
外
に
も
、
緊
急

事
態
宣
言
の
影
響
緩
和
に
係

る
支
援
金
の
支
給
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
売

り
上
げ
減
少
に
対
す
る
支
援

は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
、
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
の
再
開
に
よ
る
、

飲
食
店
、
宿
泊
施
設
へ
の
支

援
も
継
続
さ
れ
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
順
次
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
収
束
し
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い

生
活
様
式
が
定
着
し
、
サ
ー

ビ
ス
業
始
め
企
業
の
経
営
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
来
て

い
る
。

例
え
ば
、
観
光
業
に
お
い

て
は
、
新
し
い
生
活
様
式
で

は
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
、
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
少
人
数
で
の
会

食
・
宿
泊
が
推
奨
さ
れ
、
団

体
旅
行
、
宴
会
な
ど
は
、
戻

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

事
業
者
は
傷
ん
だ
経
営
基
盤

の
下
、
こ
う
し
た
コ
ロ
ナ
収

束
後
の
変
化
に
対
応
し
た
設

備
投
資
や
販
路
開
拓
、
業
態

転
換
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

国
で
は
令
和
２
年
度
第
３

次
補
正
予
算
で
、
事
業
再
構

築
補
助
金
と
い
う
制
度
を
新

し
く
創
設
し
、
１
兆
円
を
超

え
る
予
算
額
を
計
上
し
て
い

る
。こ

れ
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
経

済
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
中
小
企
業
の
思
い

切
っ
た
事
業
再
構
築
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
日
本
経
済
の

構
造
転
換
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
う

し
た
制
度
等
を
積
極
的
に
活

用
し
て
も
ら
い
、
地
域
経
済

を
け
ん
引
し
て
い
く
事
業
者

を
育
成
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ま
た
、
今
年
度
の
よ
う
な

事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
支

援
も
、
今
し
ば
ら
く
は
必
要

か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
後
の
成
長
に
向
け
て
、

商
工
会
や
観
光
協
会
、
漁
業

協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、

南
知
多
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業

団
地
協
同
組
合
等
の
団
体
や

個
々
の
企
業
と
も
、
知
恵
と

労
力
を
共
に
出
し
合
い
、
伴

走
型
で
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

一般質問
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令
和
３
年
５
月
１
日
発
行

愛
知
県
南
知
多
町
議
会

令
和
３
年
３
月
定
例
会

発
行
／
愛
知
県
南
知
多
町
議
会
　
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

住
所
／
〒
470-3495　

愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜
字
貝
ヶ
坪
18

電
話
／
0569-65-0711　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
0569-65-0694

Ｅ
メ
ー
ル
／
gikai@

tow
n.m
inam

ichita.lg.jp

み
な
み
ち
た

N
o.175

納税状況の公表について

３月定例会の会議録は、５月中旬ごろ町公式ホームページに掲載する予定です。

６月定例会の日程（予定）

※都合により変更となる場合があります。
※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。
■本議会の一般質問は、ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）で放送されます。

ケーブルテレビの放送予定日
６月６日（日）午前10時～　地上デジタル121ch
６月７日（月）午後10時～　地上デジタル121ch

ホームページQRコード

５月28日(金)９時30分～

６月 ２日(水)９時30分～

６月11日(金)９時30分～

初　日

二日目

最終日

議案上程、質疑、委員会付託　等

一般質問

委員長報告、質疑、討論、採決　等

　本議会においては議会改革の第一歩として議員の納税状況を公表することとしています。
なお本町においては、政務活動費は支給されていません。

山
本
優
作

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

内
田

　保

石
垣
菊
蔵

服
部
光
男

藤
井
満
久

吉
原
一
治

松
本

　保

榎
戸
陵
友

石
黒
充
明

※　表示は「○：納税済」、「×：未納」、「－：納税義務なし」です。（令和３年４月1日現在）
※　各議員から提出された、令和２年度分の納税証明書に基づき、納税状況を掲載
　　しています。

町 県 民 税

固 定 資 産 税

国民健康保険税

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

－ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － － －

議
会
だ
よ
り


